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　ＨＰで組合加入、「２次面接練習希望」と突
破講座参

加申し込み。ＨＰ閲覧、問い合わせが増えてい
ます。

　女性部総会では、運動方針を確認するととも
に参加者

全員が発言し職場の様子などを交流しました。
さまざま

な問題を共有する中で、私たち組合員が長年に
わたって

粘り強く運動を進める中で実現してきた休暇を
はじめと

する権利を広く知らせ、「組合が頑張っている
からです

よ」とアピールすることの大切さを感じました
。いきい

きと働き、教育を充実するためにも仲間を増や
すことが

何よりも重要です。女性部作成の権利一覧表を
職場や知

り合いに手渡し、組合の存在を知らせ、まず１
人、仲間

を増やす取り組みを進めましょう！

組合が実現した権利広げる組合が実現した権利広げる
仲間を増やすとりくみを仲間を増やすとりくみを

2026年 ７月２日
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消しゴムハンコ作り
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憲
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６
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９
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迎
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５
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南
支
部
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＝
６
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５
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大
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交
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＝
６
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城
北
支
部
大
会

＝
６
月
19
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大
阪
平
和
委
員
会
は

５
月
31
日
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
日
本
と
東
ア
ジ
ア

の
平
和
に
必
要
な
こ

と
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

布
施
祐
仁
さ
ん
は
、

「
高
市
軍
拡
は
『
亡
国

の
道
』。
台
湾
有
事
発

言
で
日
中
関
係
は
最

悪
。
軍
拡
を
進
め
れ

ば
、
偶
発
的
な
軍
事
衝

突
の
危
険
も
高
ま
る
。

最
悪
、
日
本
が
単
独
で

中
国
と
戦
う
状
況
に

（
米
国
に
梯
子
を
外
さ

れ
る
可
能
性
大
）。
安

全
保
障
に
お
い
て
は
、

『
強
さ
』
＝
『
安
全
』

で
は
必
ず
し
も
な
い
。

一
番
大
事
な
の
は
、
周

辺
国
と
の
『
信
頼
関

係
』」
と
述
べ
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
の
平
和
外
交
を

例
に
「
大
国
の
覇
権
な

き
新
し
い
世
界
秩
序
の

構
築
、
力
で
は
な
く
周

辺
国
と
の
信
頼
関
係
に

よ
る
平
和
」
を
強
調
し

ま
し
た
。

　

真
ん
中
協
議
会
は
５

月
３
日
の
若
者
１
０
０

人
憲
法
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
報
告
。
９
条
は
変

え
る
べ
き
で
は
な
い
63

％
。
平
和
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
を
や
り
た
い

93
・
27
％
（
積
極
的
に

や
り
た
い
22
・
88
％
、

少
し
く
ら
い
な
ら
や
り

た
い
65
・
38
％
）。「
デ

モ
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
見

て
行
動
に
参
加
す
る
青

年
も
全
国
で
増
え
て
い

ま
す
。

　

辺
野
古
沖
転
覆
事
故

に
よ
り
高
校
生
の
命
が

失
わ
れ
、
全
容
解
明
や

再
発
防
止
を
す
べ
て
の

人
が
求
め
て
い
ま
す

が
、
文
科
省
の
政
治
的

中
立
性
を
理
由
に
し
た

教
育
基
本
法
違
反
認
定

は
、
法
施
行
以
来
初
め

て
で
あ
り
教
育
へ
の
不

当
な
支
配
（
教
基
法
16

条
）
で
す
。

　

教
育
基
本
法
制
定
時

の
審
議
で
「
不
当
な
支

配
の
主
体
は
何
か
」
と

問
わ
れ
た
文
部
省
は
、

政
治
家
や
官
僚
だ
と
答

え
ま
し
た
。

　

自
民
党
文
科
部
会
が

４
月
に
同
志
社
国
際
高

校
の
教
育
内
容
の
徹
底

し
た
確
認
を
求
め
る
提

言
を
官
邸
に
提
出
し
た

　

女
性
部
総
会
が
６
月

27
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
沖
縄
慰
霊
の
日
の

沖
縄
の
方
々
の
叫
び
を

聴
こ
う
と
し
な
い
首
相

へ
の
怒
り
を
訴
え
た
覚

道
委
員
長
の
挨
拶
。
人

権
よ
り
も
国
家
を
重
ん

じ
る
人
を
首
相
に
し
た

主
権
者
の
責
任
と
し

て
、
他
団
体
と
連
携
し

て
平
和
を
守
る
運
動
を

強
め
る
女
性
部
長
の
挨

拶
に
続
き
、
事
務
長
が

運
動
を
積
み
重
ね
る
こ

と
で
権
利
を
勝
ち
取
っ

て
き
た
こ
と
を
初
参
加

者
に
も
わ
か
る
よ
う
に

丁
寧
に
取
り
組
み
を
提

案
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
、
管
理

職
か
ら
育
児
短
時
間
勤

務
を
取
る
の
を
拒
ま

れ
、
代
わ
り
の
人
が
い

な
い
か
ら
と
介
護
休
暇

を
取
る
こ
と
ま
で
拒
ま

れ
、
取
得
す
る
前
に
母

親
を
亡
く
さ
れ
た
ひ
ど

い
話
、
会
計
年
度
職
員

が
同
じ
仕
事
を
し
て
い

る
の
に
、
賃
金
も
安

く
、
座
る
場
所
さ
え
な

い
、
勤
務
時
間
も
希
望

を
曲
げ
ら
れ
多
く
働
か

さ
れ
て
い
る
な
ど
劣
悪

な
待
遇
が
語
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、「
マ
マ
友

会
議
、
現
わ
く
わ
く
ひ

ろ
ば
」
に
参
加
し
て
権

利
を
知
り
今
が
あ
る
、

権
利
を
広
め
て
い
る
と

い
う
運
動
も
話
し
、
６

支
部
23
名
の
参
加
で
議

案
は
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
議
長
が

「
と
に
か
く
人
を
増
や

せ
に
尽
き
る
」
と
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

と
報
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

沖
縄
か
ら
「
事
故
を

巡
り
、
玉
城
デ
ニ
ー
知

事
へ
の
殺
害
予
告
が
行

わ
れ
、
沖
縄
の
平
和
教

育
を
標
的
に
し
た
権
力

・
文
部
科
学
省
に
よ
る

総
が
か
り
の
攻
撃
が
行

わ
れ
て
い
」
る
と
の
報

告
が
あ
り
ま
す
。

　

教
基
法
は
「
人
格
の

完
成
を
目
指
し
、
平
和

　

港
支
部
・
南
大
阪
支

部
合
同
の
歓
送
迎
会
を

６
月
５
日
に
行
い
ま
し

た
。
19
人
が
集
ま
り
、

異
動
さ
れ
た
方
々
か
ら

新
し
い
職
場
で
の
抱
負

を
聞
き
、
職
場
の
こ

と
、
社
会
の
こ
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
を
語
り

合
い
ま
し
た
。
季
節
の

掲
示
の
う
れ
し
い
お
土

産
も
あ
り
ま
し
た
。

　

転
出
さ
れ
た
み
な
さ

ん
、
今
ま
で
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
た
に
転
入
さ
れ
た
み

な
さ
ん
、
よ
う
こ
そ
港

支
部
・
南
大
阪
支
部

へ
！
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

東
南
支
部
大
会
が
６

月
５
日
開
か
れ
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
教
職

員
の
権
利
に
対
す
る
無

知
・
無
理
解
な
管
理
職

か
ら
の
度
重
な
る
パ
ワ

ハ
ラ
、
職
場
で
欠
員
が

出
た
の
に
講
師
が
来
な

く
て
管
理
職
も
含
め
て

対
応
し
、
ま
た
倒
れ
る

人
が
出
な
い
か
心
配
、

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
が
２
人
か
ら
１

人
に
減
ら
さ
れ
て
仕
事

に
追
わ
れ
大
変
そ
う
、

な
ど
職
場
の
厳
し
い
状

況
の
発
言
が
続
き
ま
し

た
。
大
会
後
は
東
南
・

東
部
歓
送
迎
会
で
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

北
大
阪
支
部
第
66
回

定
期
大
会
が
６
月
12
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

26
年
の
取
り
組
み
（
淀

川
区
の
小
学
校
統
廃
合

反
対
、
大
阪
市
の
テ
ス

ト
漬
け
サ
イ
ク
ル
の
廃

止
を
求
め
る
）、
予
算

案
が
可
決
し
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
非
正
規

職
員
の
待
遇
、
人
員
不

足
問
題
、
少
人
数
学
級

の
推
進
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

学
習
の
問
題
点
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
り
意
見
交

流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

交
流
会
で
も
、
互
い
の

職
場
の
様
子
や
教
育
実

践
を
語
り
合
う
温
か
い

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

城
北
支
部
第
38
回
定

期
大
会
が
６
月
19
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
憲

法
、
平
和
を
守
る
取
り

組
み
や
子
ど
も
た
ち
の

教
育
環
境
の
充
実
を
柱

と
し
た
方
針
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

討
論
は
、
チ
ー
ム
・

教
科
担
任
制
（
支
援
学

級
担
任
の
専
科
）
の
問

題
点
、
人
手
不
足
問

題
、
国
語
科
の
平
和
教

材
の
減
少
、
非
正
規
職

員
の
待
遇
な
ど
も
議
題

と
な
り
白
熱
。「
日
々

の
実
践
の
中
で
子
ど
も

か
ら
教
え
ら
れ
る
」

と
、
夏
に
は
支
部
の
教

研
を
行
う
こ
と
も
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

的
で
民
主
的
な
国
家
及

び
社
会
の
形
成
者
と
し

て
必
要
な
資
質
を
備
え

た
心
身
と
も
に
健
康
な

国
民
の
育
成
を
期
し

て
」（
１
条
）、「
必
要
な

政
治
教
養
は
、
教
育
上

尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」（
14
条
）
と

規
定
し
て
お
り
、
現
代

課
題
を
学
ぶ
機
会
、
平

和
学
習
へ
の
攻
撃
を
許

し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

若者向け
アンケート


